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２． 環境都市工学科の CAD教育 
環境都市工学科では，2 年次に CAD（通年 2 単位．本年度は，カリキュラム変更に伴う移行期間のため 3 年
次にコンピュータ図学も開講．），4 年次に環境都市工学設計製図Ⅰ（通年 2 単位），5 年次に環境都市工学設
計製図Ⅱ（通年2単位），および環境都市工学設計製図Ⅲ（通年2単位）が開講されています．低学年では製図
の基礎とソフトウェア（AutoCAD2005）の操作方法をマスターし，高学年では，設計条件をクリアする構造物を各
自が設計し，その図面を CAD で描きます． 
私が担当している 2B の CAD では，土木製図の規約を学び，CAD に関する基本操作の習得を目指していま







図 1 CAD の授業にて（ものづくりアトリエ） 
３． CAD 利用技術者試験について 
CAD 利用技術者試験は，平成 2 年 10 月に「CAD インストラクター認定試験」として創設され，平成 6 年 6 月
より現在の「CAD 利用技術者試験」と名称が変更されて現在にいたっています．社団法人 CSAJ（コンピュータソ
フトウェア協会）が主催する民間の資格であり，経産省が後援をしています．認定会場（CAD利用技術者試験セ
ンターが正式に認定した大学・専門学校など）の数も全国で 500 校以上（平成 18 年 1 月現在）あり，IT 関連の
技術系認定試験として広く認知されています．本校は，環境都市工学科の吉田教員が中心となって，平成 14
年度に試験会場としての認定を受け，平成15年度前期試験より受験が可能となりました．私は，平成16年度前
期試験より 3 年間，試験実施責任者を担当しています． 
CAD 利用技術者試験は，CAD を利用した知識やスキルを明確化し，一定水準に達している受験者に対して
評価・認定を行うものです．2 次元 CAD システムを利用する上での知識が問われる 2級試験（筆記試験のみ），
および，上記の知識と利用技術が問われる 1 級試験（建築系と機械系より選択，筆記＋実技試験）があります．
これらの試験は，年 2 回（前期試験は 6 月中旬，後期試験は 11 月中旬）開催されます．2 級試験は，試験時間
60 分中，CAD システム分野および製図分野から 60 問が出題され，各分野 5 割以上の正解，かつ総合 7 割以
上の正解で合格となります．1 級試験は，本年度より建築系と機械系に分かれ，筆記試験も加わりました．試験




の後は徐々に減少し，最近では 20 名程度になっています．8 回の試験を経過し，合格率は概ね 33%から 60%で
推移してきました．平成 18 年度後期試験では，2 級試験の合格率が 75%に向上しました．また 1 級試験では，
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図 2 CAD 利用技術者試験の受験者数と合格率の推移 
